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Ⅱ　履修要項

１．受講対象者について
　札幌医科大学、室蘭工業大学、小樽商科大学、北海道医療大学、千歳科学技術大学に在籍する大学院
学生（科目履修生、研究生及び聴講生等は除く）は所定の手続を経て受講することができます。

２．受講可能科目について
　大学が開設する授業科目の中から選択して受講することができます。複数の受講も可能です。自大
学学生の履修については、各授業科目によって異なります。詳しくはシラバスの「自大学学生の履修」
欄を参照してください。

３．募集人員について
　各授業科目によって異なります。詳しくはシラバスを参照してください。

４．受講料について
　　受講料は無料です。

５．履修手続について
　所定の履修申請書（別紙様式１）を期間内に所属大学の担当者に提出してください。
履修手続期間	 後日、各大学掲示にて

６．履修の可否について
　所属大学を経て通知します。なお、募集人員を超えて履修申請があった場合は、履修できないこと
があります。

７．履修の方法について　
　e-ラーニングを主とし、演習・実習、スクーリング等の教育方法を含みます。

８．身分について
　履修を認められた者は、授業科目の開設大学において「特別聴講学生」となります。

９．単位の授与、認定について
　授業科目を履修し、所定の試験等に合格した者には、授業科目の開設大学から単位が授与され、単
位互換協定に基づき、所属大学において単位認定されます。
　単位の取扱いについては各大学で異なりますので、所属大学にご確認ください。

10．個人情報の取扱いについて
　履修手続、修学指導のために所属大学が保有する個人情報を使用することがありますが、その他の
目的には使用されません。
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1.札幌医科大学
開講時期 授業科目 学 年 単位数 募集人員
前期（*1） 基礎医学概論Ⅰ 修士１年・２年（*2） ２単位 50人

科目コーディネーター（所属）
相馬　仁（札幌医科大学）、中村　正弘（札幌医科大学）

目 標
情報科学、工学、商学などを専門とする者と医学を専門とする者の異分野連携を可能とするため、医学・医療また地
域医療に関する基礎的な知識を広く取得することを目標とする

概 要
①人体の構造・機能の基礎　②病気の基礎　③診断・治療の基礎　③北海道における地域医療の現状と課題　⑤最新
の医学の話題を学ぶ
回数 学習主題 学習内容 到達目標 担当教員
１ 授業全体の概観 ガイダンス 授業全体の学び方を理解する 中村、相馬

２ 人体の構成とその機能 器官系・臓器、組織、細胞 正常人体の構成を細胞レベル・組織レベルで
説明できる。 中村、他

３ 循環器系・呼吸器・消化器系 正常機能と形態、疾患 各器官・臓器の基本的構造と機能を説明でき、
その代表的な疾患について理解できる。 中村、他

４ 内分泌系・泌尿・生殖器系 正常機能と形態、疾患 各器官・臓器の基本的構造と機能を説明でき、
その代表的な疾患について理解できる。 中村、他

５ 神経・感覚器系 正常機能と形態、疾患 各器官・臓器の基本的構造と機能を説明でき、
その代表的な疾患について理解できる。 中村、他

６ 生体物質の代謝1 代謝の意義とエネルギー代謝 生体の恒常性維持の機構を個体のレベルで解
釈できる。 相馬、他

７ 生体物質の代謝2 代謝と病態
糖尿病、痛風等の代謝異常にかかわる病態を
その分子機構を踏まえ、個体のレベルで理解
できる。

相馬、他

８ 病気の成り立ち 病気成立の医学的概念 正常と異常（急性と慢性の病態）を説明できる。 中村、他

９ 感染症 感染症の病因（病原体）、病態
生理

病原体に対する生体の反応や診断・治療を説
明できる。 中村、他

10 免疫、アレルギー疾患 自己免疫性疾患・アレルギー疾
患の病態生理

免疫・アレルギー疾患を概説し、その種類を
列挙できる。 中村、他

11 腫瘍 腫瘍の定義、病理・病態、診断・
治療

腫瘍の生理・病理学的理解の下に診断・治療
を概説できる。 中村、他

12 生体と薬物 薬物の作用機序と薬物療法の基本
的な考え方

医療における薬物治療と投薬の問題点を説明で
きる。 未定

13 診断入門 病人の診かたの実際と諸々の症
状の考察 病気の診断の手順の基本を説明できる。 三谷、他

14 地域医療と福祉
北海道地域医療の現状と課題、
また高齢者の福祉に関する問題
や特有な疾患について

医療・保健・福祉の立場からみた北海道の地
域医療の課題を説明できる。また、高齢者に
特有の疾患や社会的問題を説明できる。

未定

15 医学トピック 再生医学、移植医療、緩和医療、
精神医学、等（選択） 最新の医学の話題を理解する。

キーワード ヒトの解剖、組織、生体の科学、診断、治療、地域医療

履修上の留意点 最終試験は対面にて行う。レポートはオンラインで提出する。

評価方法・基準 各回の確認テスト、最終試験・レポート

教科書

参考書 ヒトの生物学（永田恭介	監訳　丸善）、よくわかる生理学の基本としくみ（當瀬規嗣　秀和シ
ステム）、よくわかる薬理学の基本としくみ（當瀬規嗣　秀和システム）

自大学学生の履修 履修は可能だが単位は認められない。

備 考 （*1）前期の授業科目は希望者がいる場合、後期でも受講できる。
（*2）対象学年は修士１年を優先する。
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様式１

異分野大学院連携教育プログラム　履修申請書

平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　大学大学院

　　　　　　　　　　　　　　　　研究科長様

専攻名　	

学 年　	 学籍番号	

氏 名　	 ㊞

メールアドレス　	

次の授業科目を履修したいので申請します。

授業科目開設大学 授業科目 単位数 備 考



http://www.scefu.jp
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